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丸山窯跡再考 

１．丸山窯跡の立地と古代窯業（十瓶山窯跡群） 

２．高陽院同笵瓦について 

３．11・12世紀に京都に運ばれた瓦 

４．瓦生産の歴史的背景について－まとめにかえて－ 

   

 

 

 

 

 

 

１．丸山窯跡の立地と讃岐国の古代窯業（十
と

瓶山
かめやま

窯跡群） 

丸山窯跡は、綾川町陶
すえ

に所在します。讃岐国府に近い十瓶山の周辺には古代から中世にか

けて須恵器や瓦を焼いた 127基もの窯跡が分布し「十瓶山窯跡群」と呼ばれています。丸山

窯跡はその中でも 12 基が集中する瓦専用の窯跡群です。発掘調査は平成 8 年に実施し、出

土した瓦を平成 27年度に整理して調査報告書を刊行しました。 

瓦の詳細な観察により、京都で出土する瓦と同じ笵型で作られた瓦（以下、同笵瓦）が多

く含まれることが判明し、宮殿等の造営のため多くの瓦が讃岐から京都へ海運されたことが

確かめられました。特に 12世紀半ばに造られた鳥羽
と ば

離宮
りきゅう

金剛
こんごう

心院
しんいん

、宇治平等院、平安宮南面

大垣に多くの瓦が使われています。今回改めて瓦を観察したところ、さらに古い時期、11世

紀に京都へ運ばれた瓦の存在が明確になりました。 

香川県埋蔵文化財センター 考古学講座 

資料普及課 森下英治 

2019年 1月 12日 

 

第 1図 十瓶山窯跡群分布図 
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２．高陽
かや の

院
いん

同笵瓦について 

「高陽院」は平安宮の東二町にあった関白藤原頼通
よりみち

の邸宅です。平安京内最大といわれる地
ち

泉
せん

庭

園に面した寝殿
しんでん

建築は後に天皇の里
さと

内裏
だいり

にも使われ、文献に多く登場します。発掘調査では文献記

録に対応して 4回の改修痕跡が見つかりました。そのうち、長暦三(1039）年 6月宮中から及んだ

火災で北側が損壊し、修理・再建に讃岐産瓦が使われました。その年の 12 月には瓦が葺かれ、翌

年長久元(1040)年に完成し 12月に頼通が入邸しました。つまり下表のⅡ期建物に使われた瓦です。 

第１表 高陽院の変遷（藤原頼通造営後） 

丸山窯跡で出土し均整
きんせい

唐草
からくさ

文
もん

軒平瓦（TMY-203b 型式）は高陽院出土瓦と写真で比較すると同

じ位置に大きな笵傷
はんきず

があることがわかります。これによって讃岐と京都の受給関係が証明できまし

た。外区唐草文八葉複弁蓮華
れんげ

文
もん

軒丸瓦(TMY-102 型式)も同笵の可能性が高く、両者がセットで京

都に運ばれたことが分かります。6月の被災後すぐに再建したいという頼通の強い意向に沿い、長

暦三(1039)年讃岐国司が十瓶山窯で急ぎ瓦を生産させ、同年 12 月には屋根が葺かれました。寝殿

は翌年の 12月に竣工し頼通が使い始めています。 

このように文献史料との照合から瓦の製作年代が特定できる点で重要です。 

 

区分 年代 主な出来事 文献 形成土層 

高陽院Ⅰ期 
1021～
1039 

治安元（1021）年 摂政 藤原頼通造営開始 

 10月 2日関白 藤原頼通移入 
  

SG1-A堆積土 

SG1-B地業土 
万寿元(1024)年 後一条天皇駒競行幸  『栄華物語』・『小右記』・『駒競行幸絵巻』 

長暦三（1039）年 焼失（内裏も同時に焼失） 

12月に屋根葺き 

  

『権記』 

高陽院Ⅱ期 

 

（末から里内
裏） 

1040～
1054 

長久元（1040）年 新造    

SG1-B堆積土 

SG1-C地業土 

長久三（1042）年 駒競行幸   

寛徳二（1045）年 後冷泉天皇即位   

天喜元（1053）年 後冷泉天皇遷幸 ※頼通、平等院鳳凰堂造営移転 1052 

天喜二（1054）年 1月 8日 焼失 『中右記』嘉保元年 10月 24日条 

高陽院Ⅲ期 
1060～
1080 

康平三（1060）年 新造   

SG1-C堆積土 

SG1-D地業土 

治暦四（1068）年 4月 19日 後冷泉天皇崩御（高陽院）・
後三条天皇即位 

『中右記』嘉承二年 7月 19日条 

延久四（1073）年 後三条天皇崩御・白河天皇即位   

承暦四（1080）年 2月 6日 焼失 『中右記』嘉保元年 10月 24日条 

高陽院Ⅳ期 
1097～
1112 

永長二(1097)年 新造   
SG1-D堆積土 

天永三（1112）年 焼失   

第２図 丸山窯跡と京都高陽院出土の同笵瓦 
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３．11・12世紀に京都に運ばれた瓦 

京都ではこのほかにも讃岐から運ばれた瓦が使われています。文献史料から年代が判明するもの

を中心に次の 4期に区分して提示します。 

１期は 11世紀前葉、宮中内裏
だいり

・豊
ぶ

楽
らく

院・朝堂
ちょうどう

院と東寺・仁和
にんな

寺等、中央政府に関わる施設で

出土します。仁和寺は治安
じあん

二(1022)年に竣工した観音堂に、宮中は長元
ちょうげん

七（1034）年の暴風雨被

害の修理に使われた可能性があります。仁和寺瓦は小坂
こさか

池窯跡の三基の窯で生産し、搬出後に地元

寺院へ供給されています。焼成瓦を笵に転用した陰面瓦はさらなる地元転用の可能性を示していま

す。東寺瓦は県西部の妙音
みょうおん

寺・道音
どうおん

寺に供給されており、おそらく国衙工人の出張生産が行われ

たと考えられます。 

２期は11世紀中葉、高陽院と左京五条三坊十五町で出土します。いずれも貴族邸宅です。長 久
ちょうきゅう

元(1040)年の高陽院修理造営に相前後して使われたものです。丸山窯跡と西の浦窯跡で生産し、丸

山窯では 1期同様陰面瓦もあります。県東部の白鳥
しろとり

廃寺・下司
げ し

廃寺に供給されており、これも国衙

工人の出張生産の可能性があります。 

3期は 11世紀後葉から 12世紀前半、鳥羽離宮の建築に使われた瓦の一群です。鳥羽離宮は白

河上皇の院殿です。南殿は讃岐国守高階
たかしな

泰
やす

仲
なか

が「成功
じょうごう

」という位階買収の制度を使って応徳三

(1086)年に造営した最初の寝殿です。発掘調査では多数の讃岐系瓦が出土しました。生産地は丸山

窯跡・内間
うちま

窯跡・北条池窯跡といった瓦専用窯だけでなく工人集団の工房兼居宅と考えられる西村

遺跡でも出土します。周辺の開法
かいほう

寺跡・鴨
かも

廃寺・綾川寺・曼荼羅
ま ん だ ら

寺に瓦が供給され讃岐国分寺の塔頭
たっちゅう

とされる如意
にょい

輪
りん

寺に附属する窯跡では工人の出張生産が行われたようです。 

4期は 12世紀後半、院殿附属の御願寺鳥羽離宮金剛
こんごう

心
しん

院・平安宮南面大垣・宇治平等院・法
ほう

住寺
じゅうじ

殿蓮華
れんげ

王院
おういん

・六波羅蜜寺
ろ く は ら み つ じ

他と次々に使われます。生産地の内間窯・丸山窯・ますえ畑窯では同時に

多数の窯が操業し生産の最盛期を迎えます。工人集落の西村遺跡では笵傷が進行した瓦が出土しま

す。これは専用窯の笵を転用し集落で地元向けの瓦生産を適宜行ったことを示します。国内では田

村神社・大水上
おおみなかみ

神社・多度津加茂神社・神谷
かんだに

神社等の有力社で神仏習合による堂宇造営に使われま

した。そのほか白峰
しらみね

寺・安楽寺・光
こう

貴
き

寺等の寺院や西末則遺跡といった生産地以外の一般集落でも

出土するようになります。 

12 世紀末以後は京都に瓦が運ばれることはなく、十瓶山窯跡では地元向けの瓦生産も終わりま

す。地方産瓦としてはいち早く終わりを迎えた理由は不明ですが、十瓶山窯跡の瓦生産が京都需要

を基盤としていたことを示しています。 
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4．瓦生産の歴史的背景について－まとめにかえて－  

京都の宮殿や寺院施設の造営では通常京都近郊の瓦窯で生産された瓦を使います。しかし、10

世紀後半から頻繁に生じた宮中火災を契機とした修理・造営では瓦の不足を補うため地方産瓦が

多用され始めます。宮中では全体の約 12%が讃岐産瓦、15%が播磨産。造営にかかる経費や物資

の負担が地方各国に割り当てられたことを示しています。各国ではそのたびに管内から臨時課税

が徴収されました。 

1期の瓦は、讃岐国衙が厳密な管理の下に生産した瓦と考えられます。地方供給が西に偏るのは

何らかの政治的経緯がうかがえます。また、陰面
いんめん

瓦は国衙工人が瓦当笵型を管理した可能性を示

しています。 

2期では瓦が貴族の邸宅に使われます。高陽院は後に里内裏として使われる関白頼通の大邸宅で

す。公的性格が強いとはいえ、内裏も焼亡した大火災後、宮中施設に先んじて私邸の修理造営を

行ったことに対する批判が文献に残るように、諸国に強引に奉仕を求め造営を急いだことがうか

がえます。翌年、讃岐国では多大な臨時課税による負担増に耐えられない百姓富豪層が政府に上

訴し国司が解任される事件が発生します（国司苛
こ く し か

政
せい

上訴
じょうそ

事件）。高陽院に使われた瓦も強引な徴用

を伴う労働を背景に生産されたものでしょう。その直後の税制改革（長久荘園整理令）では公領・

荘園（国免
こくめん

地）の区分ない課税が合法化され、政府（王家）や権門（摂関家や平家など）が殿舎

や寺院などの大規模な造営を行うようになります。 

3期は院殿造営に多数の瓦が運ばれました。貴族が位階を得るための「成功」という制度で造営

するため、諸貴族からの需要が増加しました。工人集団の工房兼居宅である西村遺跡では同笵・

同文瓦が出土し始めます。笵型の管理が国衙から工人集団に移行した可能性が考えられます。自

立した生産活動と工人集団の組織化が始まった可能性があります。 

4期は院殿御願寺
おんがんじ

・宮大垣など大量需要に対応し内間・丸山・ますえ畑窯で大量生産がはじまり

ます。摂関家や平家権門と関係が深まり、神社への供給など国内の宗教政策にも使われます。 

源平の争乱を経て 12世紀末以後京都に運ばれる瓦の生産はなくなり、国内生産も衰退し、粗い

縄目叩きで成型する讃岐瓦に独特の技法はその後瓦には引き継がれません。一方で西村遺跡にお

ける陶器生産はその後もしばらく継続します。これは瓦の工人がもともと瓦陶兼用の工人であり、

瓦需要の低迷後も工人集団が積極的な交易活動により存続し続けたことを示しています。 

以上、丸山窯跡を擁する十瓶山窯跡群の瓦生産の変遷と歴史背景を考察しました。今後、工人集

団の実態把握を進めるために、平瓦や丸瓦を含めたさらに細かな資料の整理が必要です。 
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